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華やかに舞じ踊る「力ちくり人 形」の世界ヘ
～八女福島の燈籠人形～

八女提灯で明るく照らされた舞台。三昧線やお囃子の音に合わせて美

しい着物姿の人形が熱狂的な観害の拍手喝采に迎えられて登場し、華や

かに舞い踊る…。毎年秋に八女の福島八幡宮の境内で上演されている八

女福島の燈籠人形は、江戸時代から続く不思議な「からくり」の世界。約

270年もの時を超え、賑やかな祭りの夜を彩つてきた燈籠人形には、八

女の人々の心を動かす情熱が今でも生きている。

墜巖回日「秋分の口」頃3日間

陰 刷 福島八幡富
(八女市本町105日 1)

く

【確率】
福島八幡宮の放生会に、人形の燈籠を奉納したのが

「燈籠人形」の始まり。

明和9年 (1772)には、浄瑠璃作者福松藤助 (元福島組大

庄屋松延甚左衛門)が大坂より帰郷。人形を動かす工夫や

当番町制の上演に力を貸して以後、動く人形が登場した。そ

れ力＼主役となり現在の恥 らヽくり人形」の基礎ができる。

弘化2年 (1845)に 久留米藩の大倹令 (倹約規制 )とこよ

り上演が禁止されていたが、明治4年 (1871)燈 籠人形の

奉納が復活する。以後、第二次世界大戦による燈籠人形奉

納の中止期間を経て、昭和52年 (1977)に は「八女福島の

燈籠人形」として国の重要無形民俗文化財に指定される。

【腹日】
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はる げ しきちく し がた な しまもうで
。春景色筑紫潟名 島詣
たま も の まえ

玉 藻 之 前

・吉野 山狐忠信初音之鼓

・薩摩隼人 国若丸厳 島神社詣

以上、4つの芸題を、保存会で毎年順

番に上演している。

※8、 9ページにそれぞれのあらすじを掲載。

酔参秦毯ノ、形の弁雀】
八女福島の燈籠人形の舞台は、二

階建て三層に及ぶ屋台。建物全体は金

箔、銀箔や漆塗りで出来ており、これは

福島仏壇を造る技法の基になったと思

われる。優雅さ精巧さは文楽の人形浄

瑠璃に匹敵するといわれている。
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昭和6年公開昭和26年の公開屋台
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弘化2年 (1846)
久留米の倹約規制により奉納中止。

(大倹令 )
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慶長6年 (1601)
田中吉政、柳川に本城を築き、三男康政に三万石を与えて福島城を大修復。

城下町の形態ができる(現 福島八幡宮氏子町内)

0

メこ1呆 15イド(1844)
藩命に従わ或 燈純人形を本納した記録。

S

アE不日6年 (1620)
福島城廃ナ成になる。有馬豊氏が久留米城主 (二十一万石)となり、
矢部川以北tま久留米藩となる。 りlイ命4イ li(1871)

寛文元年 (1661)
旧福島城下町民の氏神として、現在の場譲菱買権書疹勝議∫「
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大庄屋 松延甚左衛門
了

韓
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で人形浄瑠
それから に

それまで動 なかつた

り人形」 に変えたと言
は俳諧の世界に身
せつあんかんらん

を投じ 俳人

と して 多くの俳旬や物 を残
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弱冠21才で大庄屋を相続した青年・松延甚左
衛門種茂は、幼年期に俳人若林宗元に俳諧の手

ほどきを受け、既に14才の時に「霰 (あられ)かと

取れば手に咲く雷 (つぼみ)かな」という旬を作つ

ていた。しかし翌年、飢饉と重税にあえぐ農民達

による宝暦―挨が起こり、彼は自分の役職に深い

疑間を持つようになる。25才の時、甚左衛門は官
職を捨て大坂に出奔するという思い切つた行動

に出て、三年目の27才の時、福松藤動という筆名

した。貫嵐のもたらした上方文化は、この地域の

職人の才覚を刺激し、より高度な燈籠人形文化ヘ

と進化させたのだつた。

(白黒写真は「八女福島の燈籠人形」八女市教育委員会発行より引用)



郵燈 人形の舞台
燈籠人形の舞台は、高さ8 m、幅14m、奥行6m余りの三階建、三層構造になつている。 ,

、 三層は下から、下遣い場、横遣い場、囃子場になつてい 最盛期は十数台あったといわれる

屋台も、現在は二台残すのみ。照和

39年 (1964)以 降「障籠人形保存
会Jによって li演される演題 (′Чつの

演題を行午順番に上演する。つまり、

V町年ごとに同じ演題が巡つて来る)に

従い、使川する屋台が決まっている。

舞台上部では、三味線、太鼓、鼓などが演奏さ

“

 `る。この舞台は「屋台」と呼ばれ、組立て、解体が自由に
移

“
できるように、一本の釘・カスガイも使われていない

れ、地唄が唄われる(囃子

方 15～ 16人 )。通常の上

演では障 F^に遮られて見

えないが、録音ではなく毎

H生演奏が行われている。
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来ており、福島仏壇を造る技法の基になつたといわれ

ている。
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見物席は、舞台正面の高台とその斜面で、旧福島城の石垣の跡がそのまま利用されている。

最終日の最終公演 (千秋楽)のみ、通常は被や障

子で遮られて見えない一

'‖

や iナ‖の楽

'ボ

、ニナ‖が

全て開け放たれて上演される。tデ史はその様 r。
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人形が動く舞台と、舞台左右の楽

屋から成る。舞台奥側の人形は、左右

の楽屋から操られて動くもので、それ
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ぞれ6人ずつ、
計 12人 の道
い手 (横追い)

がここで人形

を操る。
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する。専門職人 tとよつて色
鮮やかに布に描かれ発背
景は、上演前には何枚もエ
ねて設置されており、進行に

従つて、一枚ずつ手前のれj

から下に落とされ、次の背

景が現れる仕組み。

一Ｆ

続で拗麟熟た屋台

の基礎部分。ここに

は、舞台手前狽1の人

形を、舞台床下から

糸の操作で動かす

違い手 (下追い)6人
がいる。
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何枚も重ねて吊るされた背景を下から
見上げる
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屋台正面は、旧福島城第二郭の石垣の明。その斜面を玉

石でふき、野外観客席に仕立てた。高台は立見席になって

おり、上演時には、この高台と斜面が大勢の観客で埋まる。

観客に埋め尽くされる



人形の上
燈籠人形の上演は、人形

奏を行う囃子方、演出の狂

十数名の協力で行われる。出演

島八幡宮の氏子たちで、いつもは別

がある人たち(素人衆)だ。この時期、

集い、燈籠人形の保存伝承を行つてきた。

:与ォ
ー
■ミく、 人形を操ろ
舞台の人形には、動く人形 (踊人形)と静止したままの人形 (飾人形)

がある。動く人形は、下遺いと横這いの二種類があり、操り方が違う。

人形は、細木によって作られており、人形台に乗せられる。動く人形

は、人形台に仕込まれた糸の操作で手や首が動く仕組み

怠 体の関節部分は鯨の髭をバネとして利用するなど、

からくりの要素も取り入れられている。

よこづか

【t黄遣い】

舞台左右の楽屋から人形を操る。

左手、右手、首、体などをそれぞれが

し、左右の楽屋に6名ずつ、12名
人形を か魂

えない所から、長い棒

に取付けられた

結びつけ取れ
が動く仕組み。

唄・囃子
上演は、太鼓の音で知らされ、

上演中は三味線、鼓などの囃子に

合わせて人形が動く。舞台の上の

障子の陰で観客からは見えない

が、上演時はいつも生演奏。録音

ではない。
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【R鞘子方】

舞台の上 (三層)‐気唄、
三味線、太鼓、鼓などを担当

する人たちは、「囃子方」と呼
ばれる。総勢15～ 16人。

【衣裳方】

上演ごとに衣裳や顔など

の早変わりが行われるた

め、公演の合間に人形の衣

裳の状態を復元するなど、

上演中の人形の衣裳まわり
の世話を行う。
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舞台下で人形を

ぞれ手、首、体を担

いと同じ。人形の下か

仲させて、人形を動かす。

行は、床に造られた溝を利用

せ場の一つ。屋台の左恨Jか

れ、右イ貝」の楽屋にいる人 (横這い)

の呼口及が合わないと、人形は台車か

の難事、全国的にも珍しい妙技と言われる。

一本の三昧線糸の操作で、人形は目に
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衣裳の縫い方に特殊な工夫がさ

けている。



各演日のみ囲咆

【吾景色筑紫潟名島詣】

弁財天を厚く信仰する大名一行が従者を引きつれ、筑前・箸島

神社に詣でました。筑紫の潟は、やわらかな春風が差し込み、帆を

あげた小舟はのどかに行き交い、その帆影は春の波間に漂つて

います。筑紫の国は春たけなわです。門前の茶店で盃を傾けてい

た大名一行は、春の情景に酔いしれ思わず盃が進み、いつのま

にかまどろむのでした…。(夢の中…、)

衣をまとった舞姫姿の弁財天が側近である十五童子のひとり

金財重子を運れだち現れ

ます。愛宕の宮、宮崎八幡、

あるいは千代松原…。最後

に名島の社に舞い降りて

周囲に桜吹雪が舞い散る

なか、弁財天と金財重子

は、心ゆくまで社前で舞い

遊びました。

【玉藻之前】
平安時代の後期・鳥羽上皇に仕える玉藻之前という大変な美貌の

持ち主で才媛がいました。院の籠愛を一身に受けていましたが、実は

尾が九つあつたという白面金毛九尾の狐の化身でした。あるとき、清涼

殿において催された管弦楽の折、不思議な出来事が起こりました。そ

こで陰陽博士安倍泰成にその正体を見やぶられ、はるか遠く下野国那

原に逃げ去りましたが追討の三浦上総介に討ちとられました。

しかし狐の怨霊は殺生看となつて近くを通る人畜に危害を加えるよう

になりました。その後、百年ほど経た後深草の治世、高徳の僧・玄翁和

尚がみ仏の力をかりて杖で殺生石を三度たたくとさしもの悪鬼も昇天

成仏しました。
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【吉野山狐忠信初音之鼓】
壇の浦の戦いで平家滅亡の功をたてた源九郎半官義経は、朝

廷から兄・頼朝を追討せよとの命を受 t大「初音の鼓」を賜ります。義

経はこの鼓は一生打つまいと決心しますが、疑り深い頼朝は義経追

討の兵を差し向t火 義経は追われて大和国吉野に身を隠します。

ほどなく義経を慕う静御前が従者の佐藤忠信に守られ吉野まで

会いに行きます。ところがそこにはもうひとりの忠信がいました。義経

は本物の忠信を見分けるよう静御前に命じます。静御前はこの鼓を

打ちますが、親狐の皮で張られた鼓を慕う子狐が、実は忠信に化け

て自分を守つていたことを知りま丸 その孝心に打たれ、義経は源

九郎の名を添えて狐忠信に初音之鼓を与えます。

【薩摩隼人国若丸厳島神社詣】

江戸時代のはじめ、薩摩国大守の若君。国若丸が戦

の勝利とお家の安全を祈願するため、家老の新納武蔵

守を従え、安芸の宮島に鎮まる厳島神社に詣でました。

主従二人がその情景にひたっていた時、海中から五色

の水柱が立ちのばり、現れたのは厳島の尊い神の御姿

でした。驚き喜ぶ両人をさらに祝福するかのように、雅楽

の調べとともに麗しき弁財天も現れました。厳島の神は戦

での勝利を、弁財天はお家の安泰を約束するかのように

ともにご神霊を現したので魂 厳島の神威に感謝した主

従は喜び、感Eみ|して薩摩への帰路につきました。
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